





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































迫ったが、妙善はこの世の儚さを語って、出家して俗世を離れることを願った。尼寺にやられそこで様々な苦難を強いられたが、妙善は志を変えることはなかった。そのため怒った王は兵を送り寺を燃やし五百人の尼たち 殺害し をも殺そうとした。しかし妙善は神的な力 おかげで助かり、香山で修行をすることになっ 。そののち、王 病に倒れ、どんな医者にも治せなかった。怒ったことのない人の目と手によってのみ治すことができ 香山の隠者であれ
ば
その目と手を捧げるであろうと、王はきいた。そこで、















































































































































































































































































































































妙善公主一人のため 五百人の尼僧 苦しみを受けるわけにはいかない 、公主が寺 出て行くようにあれこれと苦しい仕事をさせるが、公主はめげず苦役をこなした。長老 さらに苦役 強いるが 様子 みていた上帝玉皇が使者を発してこっそりと手助け させたので、公主 どん 苦役も楽々 こなし まった。
妙善が頑なに帰ろうとしないことを知った皇帝は、ますます怒り、妙善は鬼怪妖言だと罵って、軍兵
発して寺を焼きつくそう した。そこで公主は尼僧たちを救うべく三世 諸仏に祈り、自ら 口中を刺して血を空に噴き上げると、紅い涙 雨のように降り注 で寺 焼 なかっ 。尼僧 ち 喜び公主が凡人
(10) 377
ではないことを知った。軍兵たちは公主は妖精であると朝廷に報告した。皇帝はますます憤怒して、もう一度軍兵を送り、とうとう妙善を捉えて、裸にして晒し者にしてしまった。皇后や二人の姉たちが嘆き悲しみ、妙善に反省を何度も促すが、妙善は頑なに拒絶し、かえって、家さえ治められないのにどうして国家を治められようかと父皇 非難 る。父皇 、とうとう妙善を斬首させようとするが、上帝に守られていたのでその首は落ち かった。しかし、妙善はこれ以上父と争いたくないと願って、とうとう絞首されてしまった。
すると、突然雷が響き強風が吹き地が揺れて、一頭の虎が現れて、公主の遺体を運び去って森の中に消

























らず、父皇の命令も、母后の懇願も、姉たちの諭しも、すべて受け入れず、ひたすら己の道を行こうとする。そのような誇り高い意思の強さが、この物語の主人公の最も目立つ特徴であって、そのように自己主張の激しい女は、近世以前の物語のなかにはまったくみられない。夫を捨てて月に奔った嫦娥 涙で長城を崩壊させた孟姜女、詩人と駆け落ちした卓文君、老いた父に代わって出陣 た木蘭などは、そ ぞれに多かれ少なかれ自分の意志を貫いたヒロインではあるが 妙善 よう 自分の正しさ 訴え続け信じるまま行動する 激しい自己主張はみられない。
妙善の強い意志は、何より結婚の拒否という行動になって表れている。中国では結婚は女たちにとってほと

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































にも妙善が逆転し優位にたっている。終盤で 妙善が老僧に変じて病魔に苦しむ父皇のもとにやってくるプロットもそうであって、何も知ら い無力な父親をすべてお見通しの妙善が救うのであるから、妙善はもはや道徳的にも知的にも身体的にも あ ゆる面で父皇に優って るのである。
そして、父皇は何も知ることなく娘の身体の一部を食べてしまうのだが、これはこの物語のルサンチマン性






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































争いで弟の味方をした母を許す兄 物語と対比させながら、妙善において和解の志向が欠落してい ことを指摘して る
(
25)。さらには、先に分析したように、この物語全体にはすべての権力的な関係性を逆転させてしまう














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































長の寓話的 物語と 読める。宮中から後園 追われ白雀寺へ行き苦労するこ は、親からの物理的・精神的自立の寓話であり、仏教の教えを自分のも にすることは精神的な自立を意味するであろう。しかし、普通の物語であれ
ば
、ここで異性との出会いと結びつきのテーマがでてくるはずだが、それがないのが〈妙善説話〉















































端になった〈妙善説話〉を分析すると、マリア信仰との平行性だけで なく、イエス・キリスト 物語との部分的な類似性をも指摘 きるだろう。妙善＝観音もキリストもともに、社会的秩序への反逆者として時の権力者たちに指弾され、自己犠牲的に殺
され、かつ蘇ることによって、すべての人の救世主となったのである。そ


















































































































































































































































































































ち衰微する。これらに比べると 弁才 は海の神として近世に比較的広く信仰されたものの その信仰は中国におけ
(30) 357














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































っていて、阿弥陀仏があるがままの人間を救済するとし い 。真宗は女神像はもちろんどんな仏像も祀らないが、阿弥陀を⽛親様⽜と呼び習わすその のかたち は、近世中国における観音をはじめとする女神信仰と相通じ ものがあるように思われる。
観音信仰にみる近世的感受性
(35)352
白(36) 351
